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【主催】科研費基盤研究(C)「バーミヤーン壁画の描き起こし図の作成とその美術史的研究」（研究代表者：宮治昭）19K00184／名古屋大学最先端国際研究ユニット「文化遺産と交流史のアジア共創研究ユニット」／名古屋大学人文学研究科附属人類文化遺産テクスト学研究センター

【共催】科研費基盤研究(C)「新出資料によるウズベキスタン南部ファヤズテパ遺跡出土壁画の再検討」（研究代表者：影山悦子）20K00185／科研費挑戦的研究（萌芽）「科学技術を駆使した唱導資料と交流史に基づく東アジア法会学創成への挑戦」（研究代表者：近本謙介）21K18360

2022年

1月29日

13:00〜18:00

土

●プログラム

13:00 開会挨拶 名古屋大学近本謙介

13:05 バーミヤーンの調査・研究を振り返って

—二大仏の破壊とその後：現在と課題— 龍谷大学宮治昭

14:05 新たな調査成果から見たバーミヤーン遺跡の年代 龍谷大学岩井俊平

15:05 休憩

15:20 バーミヤーン壁画の彩色材料と技術 筑波大学谷口陽子

16:10 東大仏仏龕壁画の描き起こし図の作成

—中央アジア壁画の模写を踏まえて— 京都市立芸術大学正垣雅子

17:00 中央アジア美術に見る三面三日月型と鳥翼型の冠飾 名古屋大学影山悦子

17:50 閉会挨拶 龍谷大学宮治昭

事前申込制

下記URLからお申し込みください。

https://forms.gle/PvCNpSjjffXJbsSr6

申込締切：1月26日（水）

オンライン開催


